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　　　１   「神の賜物」と u[dwr zw/n の密接な関係　












ここでは明らかに，「神の賜物」 （th.n dwrea.n tou/ qeou）とイエスのアイデンティ
ティー（ti,j evstin）が焦点となっている。イエスのアイデンティティーと深いか
かわりで，彼が u[dwr zw/n の付与者であるという主張がなされる。それを受けて
のサマリアの女性の反応は，ある種の驚きを表すものであった。「先生。あなたは
汲むものを持っておいでにならず，この井戸は深いのです。それで，その新鮮な水







にサマリアの女性の誤解の原因を求める。さらにその中でも J. Ashton， M.G.W. 
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10 節の u[dwr zw/n の詳細な解説である 14 節の to. u[dwr o] dw,sw auvtw/| genh,setai 





ネ４章の文脈から判断して，イエスの用いた u[dwr zw/n を聖霊を指す隠喩と見な
すことの妥当性を検討したい。
Ⅰ 「新鮮な水」とその隠喩
　まず最初に指摘されなければならないのは，ギリシア語表現 u[dwr zw/n 自体
に‘living water’ （生ける水）と ‘running water’ （流れる水）という２つの異
なる意味合いを見出すことは困難であるという点である。R. Bultmann は，ヨハ
ネ４章 10 節を１章４節（evn auvtw/| zwh. h=n）と結びつけて解釈し，次のように言
う。“Clearly, then, u[dwr zw/n really means ‘life-giving water’, corresponding 
to the meaning of zwh,  which it had when predicated of the Revealer.”（4） 
さらにヨハネ６章 35 節の註解では，zw/n は 4 章 10 節と同様， “making alive, 
quickening” があるとブルトマンは主張する（5）。確かに，６章 35 節の最初の
イエスの自己啓示は，自らを直前の６章 33 節（o` ga.r a;rtoj tou/ qeou/ evstin o` 
katabai,nwn evk tou/ ouvranou/ kai. zwh.n didou.j tw/| ko,smw|.）で言われた神が民に
（3）ヨハネ福音書における表象の研究の有益な要約については，R. Zimmermann, “Imagery in 
John: Opening up Paths to Tangled Thicket of John’s Figurative World,” J. Frey 
et al. ed., Imagery of the Gospel of John. Terms, Forms, Themes, and Theology 
of Johannine Figurative Language. (WUNT 2.200  Tübingen: Mohr Siebeck, 2006), 
1-43を参照されたい。
（4）R. Bultmann, The Gospel of John: A Commentary (Louisville: Westminster John 
Knox Press, 1971), 186.




giving bread）」の意味があることが明示されている。しかし u[dwr zwopoiw/n で
あればまだしも，４章 19 節の u[dwr zw/n 自体に，「いのちを与える水」 という意
味はない。そのことは，この語句の旧約聖書の背景を見るときに明確になる。
　七十人訳聖書で，ヨハネ４章の背景であるヤコブの井戸の掘削の記事を扱った創
世記 26 章 19 節の u[dwr zw/n は，~yYIßx; ~yIm:の翻訳である。
創世記 26 章 19 節
　　　マソラ本文：      lx;N"+B; qx'Þc.yI-ydE)b.[; WrïP.x.Y:w::
 `~yYI)x; ~yIm:ï raeÞB. ~v'ê-Wac.m.YI’w
　　　七十人訳： kai. w;ruxan oi` pai/dej Isaak evn th/| fa,raggi Gerarwn 
　　　　　　　　kai. eu-ron evkei/ fre,ar u[datoj zw/ntoj．
　　　和訳：　　イサクのしもべたちが谷間を掘っているとき，
　　　　　　　　そこに湧き水の出る井戸を見つけた。（新改訳）
他に u[dwr zw/n が ~yYIßx; ~yIm: ïの訳として用いられる例は，民数記 19 章 17 節（新
改訳「湧き水」，新共同訳「新鮮な水」）では穢れのきよめの祭儀の文脈で，レビ記
14 章 5，50 節ではツァラトのきよめの儀式の文脈に見られる。また，雅歌 4 章 15
節では神の隠喩として用いられ，ゼカリヤ 14 章 8 節では終わりの時の幻としてエ
ルサレムから東西に流れ出る水についての言及に見られる。他方，エレミヤ記２章
13 節，17 章 13 節では ~yYIx; ~yIm:å rAqåm.のギリシア語翻訳として za,w の分詞形は
用いられず，それぞれ phgh.n u[datoj zwh/j と phgh.n zwh/j である（6）。 後者はヨ
ハネ黙示録 21 章６節  e vgw . tw / | diyw /nti dw,sw e vk th /j phgh /j tou / u [datoj th /j zwh/j 
dwrea,n（黙示録 22 章 17 節も参照）にも見られ，ヘブライ語の ~yYI©x; ~yIm:å rAqåm.
に呼応している。ギリシア語文法上，属格 zwh/j は attributive として u[dwr を修
飾しており，分詞の場合と意味上の大きな差異はない（7）。
　以上から，ヨハネ４章 10 節でイエスが用いた u[dwr zw/n は，ヤコブの井戸か
（6）注目に値するのは，ヨハネ４章で井戸に言及する際，11，12 節でのサマリアの女性の発言には，
創世記 26 章19 節と同様にfre,ar が使われ，著者によるヤコブの井戸への言及も（６節）もイエ
スの発言においてもphgh, が用いられている点である。
（7）ヨハネ福音書では u[dwr zwh/j は使われていない。しかし，ヨハネ６章 35，48 節では名詞の属格（o` 
a;rtoj th/j zwh/j）が使われているのに対して，６章 51 節では分詞形（o` a;rtoj o` zw/n）が使わ
れる。ペシッタ訳（ ayxd amxl，ayx amxl）とシリア語訳 (ayxd amxl， ayx amxl）では，冠
詞の有無は別として同一の訳語が使われていることから判断すると，セム語的な表現として両者の
区別は意識されていないと言える。同様のことが，u[dwr zw/n にも言えるであろう。
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ら汲むことができた新鮮な水を指す，創世記 26 章 19 節などの用例を反映したも
のであるということができる（8）。新鮮な水または湧き出る水を指す~yYIßx; ~yIm: ï に 
に呼応する u[dwr zw/n 自体には，二重の意味はないのである。そうであるならば，
どうして汲むものがなくて井戸も深いのにヤコブの井戸から新鮮な水を汲むのかと






学構造の枠組みは，ヨハネ３書 12 節にあるように，隠された （終わりの時の救い




　イエスはヨハネ 4 章 13 − 14 節 a で，彼が与える u[dwr zw/n はヤコブの井戸か






（8）   サマリアにおいても，穢れのきよめの祭儀に用いられる新鮮な水としてu[dwr zw/n が理解された
と推察できる。Koester, Symbolism, 168 参照。
（9）   R. A. Culpepper, The Anatomy of the Fourth Gospel. A Study in Literary Design 
(Philadelphia: Fortress Press, 1983), 166-67.
（10）ヨハネ福音書ではparabolh, は用いられないが，それに代わってparoimi,a （ヨハネ16：25 以






　本来「新鮮な水」を指す u[dwr zwh/j が隠喩として用いられる例は，旧約聖書だ
けでなく初期ユダヤ教文献にも見られ，特に後者では律法＝知恵を示す表象表現と
しても用いられていることがよく知られている（12）。 しかし以下の考察から，ヨハ





　旧約聖書には，一方で，主なる神が新鮮な水 u[dwr zw/n の源として描かれる例
が見られる。雅歌４章 15 節では，神ご自身が新鮮な水の井戸に喩えられる。
　　　`!An*b'l.-!mi ~yliÞz>nOw> ~yYI+x; ~yIm:å raeÞB. ~yNIëG: !y:å[.m;  
　　　phgh. kh,pwn fre,ar u[datoj zw/ntoj kai. r`oizou/ntoj avpo. tou/ Liba,nou
　　　あなたは多くの庭を潤す泉，レバノンから伏流する，新鮮な水の井戸。
エレミヤ記２章 13 節では，神が「湧き水の泉」（~yYI©x; ~yIm:å rAqåm. 七十人訳 : 
phgh .n u [datoj zwh /j）に喩えられ（黙示録 21 章 6 節参照），エレミヤ 17 章 13 節
では，「いのちの水の泉」（~yYIßx;-~yIm; (rAqïm.七十人訳 : phgh.n zwh/j）と描かれる（13）。
詩篇 36 篇８節では，礼拝者たちは喜びの川から飲むと比喩的に描写される。詩篇
36 篇９節では，主のそばにはいのちの泉がある（~yYI+x; rAqåm. ^M.[iâ-yKi七十人訳 : 
o[ti para. soi. phgh. zwh/j）と言われる（シラの書 21 章 13 節参照）。イザヤ 49 章
10 節では ，主の僕がもたらす終末的祝福が，飢えや渇きからの解放として，また，
主の僕が民を「水の泉」に導くこととして比喩的に表現される（14）。
　　　イザヤ 49 章 10 節
　　　　　　　Wam'êc.yI al{åw> ‘Wb‚['r>yI al{Ü
（12）Keener, John, 1.602-3,  440-41参照。
（13）phgh.n zwh/j は，~yYI+x; rAqåm. の訳語として七十人訳聖書の箴言に多く使われる （箴言 10 章
11 節，14 章 27 節，16 章 22 節）。箴言 18 章 4 節では rAqåm に呼応している。
（14）G. Schimanowski, Weisheit und Messias. Die jdischen Voraussetzungen der 
urchristlichen Prexistenzchristologie. (WUNT 2.17 Tübingen: Mohr Siebeck, 
1985), 162-63.




　　　　`~le (h]n:y> ~yIm:ß y[eWBïm;-l[;w>
　　　　ouv peina,sousin ouvde. diyh,sousin 
　　　　　　　　ouvde. pata,xei auvtou.j kau,swn ouvde. o` h[lioj 
　　　　avlla. o` evlew/n auvtou.j parakale,sei 







kai. evn th/| h`me,ra| evkei,nh| evxeleu,setai u[dwr zw/n（~yYIx;-~yIm;）
evx Ierousalhm 
to. h[misu auvtou/ eivj th.n qa,lassan th.n prw,thn 
kai. to. h[misu auvtou/ eivj th.n qa,lassan th.n evsca,thn 









注がれることを示すのに用いられることである（イザヤ 32 章 15 節以降，エゼキ
エル 36 章 25，27 節）。イザヤ 44 章 3 節における同義的並行法では，終末的祝福
としての水の注ぎは聖霊の付与と等置されている。
hv'_B'y:-l[; ~yliÞz>nOw> ameêc'-l[; ‘~yI‚m;-qC'a, yKiÛ
`^ya,(c'a/c,-l[; ytiÞk'r>biW ^[,êr>z:-l[; ‘yxiWr qCoÜa,                             
o[ti evgw. dw,sw u[dwr evn di,yei toi/j poreuome,noij evn avnu,drw| 
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evpiqh,sw to. pneu/ma, mou evpi. to. spe,rma sou 












   
２　中間時代以降の初期ユダヤ教文献
　中間時代において水は，律法や知恵の隠喩として用いられる。シラの書で神の知
恵は，水の流れに喩えられる （15 章３節，24 章 25，30 節）（15）。
シラの書 15 章３節
ywmiei/ auvto.n a;rton sune,sewj 
　　　kai. u[dwr sofi,aj poti,sei auvto,n
　　　知恵は，彼を理解のパンで養い，
　　　　　　彼に知恵の水を注ぐ。
特に注目に値するのが，シラ 24 章 19 − 21 節で知恵としての律法（16）から飲むこ
とがさらなる渇きを生むと言われていることである。
シラの書 24 章 21 節
oi` evsqi,onte,j me e;ti peina,sousin 
　　　kai. oi` pi,nonte,j me e;ti diyh,sousin（17） 
　　　私から食べる者はまた飢え，
　　　　　　私から飲む者はまた渇く。
（15）J.T. Sanders, Ben Sira and Demotic Wisdom (Chico, California: Scholars Press, 
1983), 16-17.
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　シラの書 24 章 19 節で，知恵はそれを願う人々に「私を願い求める者よ，私に来て，
私の実りで満たされよ（prose,lqete pro,j me oi` evpiqumou/nte,j mou kai. avpo. tw/n 
genhma,twn mou evmplh,sqhte）。」と呼びかける。この知恵の呼びかけは，仮庵の
祭りの最後のイエスの呼びかけを彷彿とさせる：「だれでも渇いているなら，わた
しのもとに来て飲みなさい（eva,n tij diya/| evrce,sqw pro,j me kai. pine,tw）」（ヨ
ハネ７章 37 節。また黙示録 22 章 17 節も参照）。P.W. Skehan は，シラの書 24
章 21 − 22 節は，箴言８章 35 − 36 節に基づいて書かれていると言う（18）。「なぜ
なら，わたしを見いだす者は，いのちを見いだし，主から恵みをいただくからだ」
（箴言８章 35 節）。この箴言の表現は，自身が与える u[dwr zw/n による渇きの充




　死海文書も，律法を水の表象を用いて描く。ダマスコ文書では，民数記 21 章 17
節のモーセの井戸を律法であると解釈し，その井戸を掘ったのはユダの地を離れダ
マスコに住むイスラエルの契約の民であると記す （CD VI.2 − 5）（19）。
　　　しかし神は先祖たちとの契約を思い起こし給うた。
（16）シラの書 24 章 23 節では知恵と契約の書としての律法が等置される（15 章１節，19 章 20 節，
33 章２節も同様）。J.G. Snaith, Ecclesiasticus, or the Wisdom of Jesus Son of Sirach. 
Cambridge Bible Commentary (London: Cambridge University Press, 1974), 123 参
照。シラの書 24 章 23 節は，律法とイスラエルの歴史における知恵の働きに言及する申命記 33
章４節（「モーセは，みおしえを私たちに命じ，ヤコブの会衆の所有にした。」）に依拠しており，
律法と知恵が等置されている。G.T. Sheppard, Wisdom as a Hermeneutical Construct. 
A Study in the Sapientializing of the Old Testament (Berlin/New York: Walter 
de Gruyter, 1980), 63-66; J. T. Sanders, Ben Sira, 49-50 参照。両者に密接な関係はあ
っても，律法と知恵が等置されているわけではないと言う説については，J. Cook, “The Law 
and Wisdom in the Dead Sea Scrolls with Reference to Hellenistic Judaism,” in 
F. G. Martinez, Wisdom and Apocalypticism in the Dead Sea Scrolls and in the 
Biblical Tradition (Leuven: University Press, 2003), 324-28 参照。
（17）J. Ziegler, ed., Sapientia Iesu Filii Sirach. (Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 
1980), 239.
（18）P.W. Skehan, ‘Structures in Poems on Wisdom: Proverbs 8 and Sirach 24’. CBQ 41 
(1979), 365-79.







記 21 章 18 節）である。
















ある至高の神的な言葉のもとへ（pro .j to .n a vnwta ,tw lo ,gon qei /on o ]j sofi,aj 
evsti. phgh,）と急がせる。それは，彼がその流れから汲んで，死に代わって





（20）Ed. F. G. Martinez & E. J. C. Tigchelaar, The Dead Sea Scrolls. Study Edition. 
Vol.1.(Grand Rapids: Eerdmans, 1997), 558-59 参照。
（21）他にも1QH8:13-15 では ~yyx ~ym が，「聖なる水（vdwq ym）」や「いのちの源（ ~yyx 
rwqm）」と等置される例が見られる。






癒し，変わることのない健康を与えられるまで（me,crij a'n o` qeo.j th/j 




満たされる（evx h-j poti,zei ta.j filoqe,ouj yuca,j potisqei/sai de. kai. tou/ 


















的なロゴス」は，Endo によると “a divine mediator”，または， “a personification of 
God's activities”  (M. Endo, Creation and Christology. A Study on the Johannine 
Prologue in the Light of Early Jewish Christian Accounts [WUNT 2.149 


























かれた（26）と考えられるサマリア教団の Memar Marqah 6:3 には，モーセの口は
（23）エチオピア語エノク書の和訳は，村岡崇光訳 （『聖書外典偽典 第四巻　旧約聖書偽典Ⅱ』教
文 館 , 1975 年 ） に 従 った。E. Isaac,“ 1 （Ethiopic Apocalypse of)Enoch. A New 
Translation and Introduction”, J. H. Charlesworth, ed., The Old Testament 
Pseudepigrapha （New York: Doubleday, 1983）, I. 5-89も参照。
（24）この箇所には反キリスト教的弁証が含意されているかもしれない。
（25）A. F. J. Klijn, “2 (Syriac Apocalypse of ) Baruch. A New Translation and 
Introduction”, J. H. Charlesworth, ed., The Old Testament Pseudepigrapha (New 
York: Doubleday, 1983), I.615-52より和訳。























一義的読者にとってはイエスによる u[dwr zw/n への言及は，当時のユダヤ教的理
解だけではなく，それと類似していたと想定されるサマリア教団の理解（31）に対し
（26）Nathan Schur, History of the Samaritans (Frankfurt am Main: Peter Lang, 1992), 
75-76 参照。
（27）Koester, Symbolism, 170. Keener, John, 1.603-4 も参照。
（28）詳細なリストについては，Keener, John, 1.603 n.202; 1.440n. 109 を参照。
（29）水と関連する語が神の善を示す隠喩として用いられる他の例については，詩篇 87：７，
104：10，107:35, イザヤ 41：18，58：11 等を参照。
（30）14 世紀の Abisha ben Pinhasn によって書かれた賛美 Shira Yetima には，サマリアのメ
シアである Taheb のバケツから水が流れるという記述があることが知られているが，この













１「神の賜物」と u[dwr zw/n の密接な関係






　　　A　Eiv h;|deij th.n dwrea.n tou/ qeou/ 
　　　B　 kai. ti,j evstin o` le,gwn soi( Do,j moi pei/n
　　　A,   su. a'n h;|thsaj auvto.n kai. e;dwken a;n soi u[dwr zw/n
ここでは th.n dwrea.n tou/ qeou/ と e;dwken a;n soi u[dwr zw/n の間に呼応関係を見
（31）第１世紀における，初期ユダヤ教の律法解釈とサマリア教団の解釈の類似性について，Nathan 
Schur, History of the Samaritans, 74 は次のように述べる。 “Till the time of the revolt 
of Bar Kokhba the differences between the Jewish and the Samaritan Halakah 
was [sic.] apparently not greater than that between the various Jewish sects 
themselves”. しかしながら，サマリア五書のうちの数多い異読のうち，七十人訳聖書によっ
て支持される読みだけが紀元１世紀にまで遡りえる解釈であり，信頼できるデータと見なすべき
だという指摘も考慮しなければならない。F. Dexinger, “Eschatology”, in A.D. Crown, 
R. Pummer, and A. Tal, ed., A Companion to Samaritan Studies (Tübingen: Mohr 
Siebeck, 1993), 86-90 参照。
（32）Schnackenburg, John, 1.426.
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でなく，ヨハネ４章 10 − 14 節におけるイエスは，「新鮮な水」に喩えられるフィ
ロンの「神的な言葉（ロゴス）」と知恵や，シラの書における律法＝知恵そのもの
ではなく，「新鮮な水」の「付与者」としての神の位置に自らを置いている。




　　　avpekri,qh VIhsou/j kai. ei=pen auvth/| 
　　　　　A pa/j o` pi,nwn evk tou/ u[datoj tou,tou diyh,sei pa,lin 
　　　　　B  o]j dV a'n pi,h| evk tou/ u[datoj ou- evgw. dw,sw auvtw/|( 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ouv mh. diyh,sei eivj to.n aivw/na(
　　　　　B’ avlla. to. u[dwr o] dw,sw auvtw/| genh,setai evn auvtw/| 
　　　　　　　　　　　　phgh. u[datoj a`llome,nou eivj zwh.n aivw,nion?
       イエスは答えて彼女に言われた。 
　　　　　A この水から飲むものは皆，また渇きます。
　　　　　B しかし，わたしが 与える水から飲む人は，
    永遠に（34）決して渇くことがありません。
　　　　　B’ かえって，わたしが与える水はその人のうちで
（33）Keener, John, 1.603 n.201.
（34）英訳の伝統では eivj to.n aivw/na を訳出しない傾向があるが，ウルガタ訳や独語訳の伝統





　イエスはご自分が水を与える（13 節 b：evk tou/ u[datoj ou- evgw. dw,sw auvtw； 




２　phgh. u[datoj a`llome,nou eivj zwh.n aivw,nion
　すでに II においてヨハネ４章 10 節の u[dwr zw/n は，~yYIßx; ~yIm:の翻訳であると
指摘した。すでに見た水の隠喩に関する旧約聖書の用例から見ると「泉」が用い
られるヨハネ４章 14 節では，七十人訳聖書で ~yYI©x; ~yIm:å rAqåm.に呼応する phgh.n 
u[datoj zw/ntoj または phgh.n u[datoj zwh/j が予期される。しかしながら，イエス
が与える水はその人の内にあって「永遠のいのちへと湧き出る水の泉となる（phgh. 
u[datoj a`llome,nou eivj zwh.n aivw,nion）」と終末論的展開をみせる。eivj zwh.n 
aivw,nion は，ダニエル 12 章２節の ~l'êA[ yYEåx;l.との呼応を示唆し，終末における
神の民に対する永遠の祝福への言及であることは明瞭である（ヨハネ４章 36 節で
は宣教的視点から eivj zwh.n aivw,nion が用いられ，永遠のいのちに至る収穫が進
行していることを示唆する）（36）。
　この「新鮮な水」に関するイエスのさらなる解説との関わりで，J. Frey は次の
ように主張する。すなわち，ヨハネ７章 37 − 38 節のイエスの叫びとその解釈（7
章 39 節）で明らかになる u[dwr zw/n が聖霊を指すように，ヨハネ４章においても
同様に聖霊を指す，と（37）。
（35）Frey, Die johanneische Eschatologie, III. 270. 同様の説については，J. P. Heil, Blood 
and Water.The Death and Resurrection of Jesus in John 18-21. (CBQMS 27 
Washington, DC: The Catholic Biblical Association of America, 1995), 102-3, 108-9
も参照。
（36）zwh. aivw,nioj がダニエル７:12 以降，初期ユダヤ教文献およびラビ文献でどのように用いられた
かについては，J. Frey, Die johanneiche Eschatologie. III. (WUNT 2.117 Tübingen: 
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（potamoi. evk th/j koili,aj auvtou/ r`eu,sousin u[datoj zw/ntoj）。』と言うとお
りです。」（38）
ここで，イエスの内部から（evk th/j koili,aj auvtou）流れ出る u[dwr zw/n はイ
エスを信じる者に，イエスが栄光を受ける十字架と復活後に，与えられようとし
ていた聖霊を指す（７章 39 節 : tou/to de. ei=pen peri. tou/ pneu,matoj o] e;mellon 







（%p;v evkce,w）と，水に関する隠喩で表現される。ヨハネ４章 14 節との関わり
で特に重要なのは，「永遠のいのちへと湧き出る水」における「湧き出る」を意味す
る a[llomai が，七十人訳聖書では，サムソン（師士記 14 章６，19 節，15 章 14 節）
やサムエル（第一サムエル記 10 章 10 節 MT: ~yhiêl{a/ x:Wrå‘wyl'[' xl;Ûc.Tiw: 七十人




（37）Frey, Die johanneische Eschatologie, Ⅲ . 270. アウグスティヌスや他の教父が，新鮮な水
を聖霊への言及であると解釈したことはよく知られている。アウグスティヌス『ヨハネによる福音
書講解説教 1（アウグスティヌス著作集 23）』15.17（泉治興・水落健治訳，教文館，1993 年，
269頁）。
（38）o` pisteu,wn eivj evme, はヨハネ7：38bと共に理解されるべき呼格である。また，この聖書引用
が詩篇 77 篇 16，20 節（七十人訳）からであり，evk th/j koili,aj auvtou/ はイエスの内部から
の意味である。この説については，M. J. J. Menken, Old Testament Quotations in the 




（２）C. R. Koester は次の論点から，ヨハネ４章の u[dwr zw/n は御霊を指すと主
張する（39）。ヨハネ福音書ではすでに，３章５‐８節において「水と霊によって」
















すでに触れた。それに対し，新約聖書においては，J. D. M. Dunn が指摘するよ
うに，「神の賜物」は聖霊を指す用語として確立していたと考えられる（使徒の
働き２章 38 節，８章 20 節，10 章 45 節，11章７節，ヘブル人への手紙６：４）（42）。
このような事実に関する知識を著者が読者のうちに想定していたかどうかは分
からない。しかしこの指摘は，「神の賜物」は「新鮮な水」としての聖霊を指す
（39）Koester, Symbolism, 203. ただし，Koesterは十分な論拠を提示していない。また172 頁に
おいては，ヨハネ 4 章における両者の同定が明確ではないために，u[dwr zw/n は霊であること（ヨ




（41）同じ表現はヨハネ 5:25 にも表れるが，この解釈については，Hans-Christian Kammler, 
Christologie und Eschatologie. Joh 5,17-30 als Schlsseltext johanneischer 
Theologie (WUNT 2.126 Tübingen: Mohr Siebeck, 2000), 158‐64; J. Frey, Die 
johanneische Eschatologie, Ⅲ . 379 参照。
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という解釈が，新約聖書の他の用例に適っていることが示されたという意味で
有意義である。事実，先に見たヨハネ４章10 節のキアスムスにおけるth .n dwrea .n 









や，終わりの時の祝福の隠喩として水の隠喩を用いた伝統（エレミヤ 17 章 13 節 : 















（42）J. D. G. Dunn, “A Note on dorea,” ExpTim 81 (1969-70) 349-51. この指摘は，G. M. 
Burge, The Anointed Community. The Holy Spirit in the Johannine Tradition 






の連続という彼女の個人史上の「全て」（４章 39 節 ; 18，25 節参照）を知るだけ
でなく，霊と真理によって神を礼拝する時代を到来させる「メシア」であることを
自ら啓示する。 
　イエスの本質的アイデンティティーが明らかになるのは，ヨハネ 4 章 26 節にお
けるイエスによる自己啓示によってである。4 章 26 節の evgw, eivmi( o` lalw/n soi 
について，神の自己啓示を示す aWhï-ynIa}の翻訳としての evgw, eivmi であるという
理解が広く受け入れられている（44）。 その根拠として，①イザヤ 52 章６節（evgw, 
eivmi( auvto.j o` lalw/n soi）との類似（45），および，②ヨハネ 4：25 の avnagge,llw 




人のうちにあって永遠のいのちに至る水の井戸となる u[dwr zw/n の付与者という
自己啓示からは，イエスが神の位置にご自分を置いていることが明白であり，evgw, 
eivmi は単に Messi,aj が補語として省略されているだけではない。
　ヨハネ 4 章のイエスは，サマリアの女性の手桶から水を飲むことを願うことに
より，食卓の交わりをすることのなかった （９節：ouv ga.r sugcrw/ntai VIoudai/oi 
（43）L. P. Jones, The Symbol of Water in the Gospel of John (JSNTSS 145 Sheffield: 
Sheffield Academic Press, 1997), 230 は，いのちの水はイエス自身であると言う。しかしイ
エスは，いのちのパンについては，evgw, eivmi によって自身と同定するが，水については evgw, eivmi 
を適用することはない。
（44）Schnackenburg, St. John, 1.442; G. R. O’Day, Revelation in the Fourth Gospel. 
Narrative Mode and Theological Claim (Philadelphia: Fortress Press, 1986), 72; 
A. R. Kerr, The Temple of Jesus’ Body. The Temple Theme in the Gospel of 
John (JSNT 220 Sheffield: Sheffield Academic Press, 2002), 196-97; R. Bauckham, 
The Testimony of the Beloved Disciple. Narrative, History, and Theology in the 
Fourth Gospel (Grand Rapids: Baker Academics, 2007), 244-48. R. Brown, R. 
Schnackenburg, C.S. Keener も同様。
（45）D. M. Ball, ‘I Am’ in John’s Gospel. Literary Function, Background and Theological 
Implications [JSNTSS 124 Sheffield: Sheffield Academic Press, 1996], 178-81.
（46）C. H. Williams, I am He. The Interpretation of  ánî-hû in Jewish and Early 
Christian Literature　(WUNT 2. 113  Tübingen: Mohr Siebeck, 2000), 257-66.























（47）L. P. Jones, The Symbol, 98 参照。
（48）同様の解釈については，Koester, Symbolism, 171; Keener, John, 1.615-18; Coloe, God 
Dwells with Us, 216; Ng, Water Symbolism, 146 等を参照。多くの解釈者が，evn pneu,mati 




拝に関するサマリア教の不完全さを示すというMary L. Coloe の象徴的解釈は行き過ぎであ
ろう。M. L. Coloe, God Dwells with Us. Temple Symbolism in the Fourth Gospel 






















エスを指し示すことであった（４章 29 節）。 
（50）L. Schottroff, “The Samaritan Woman and the Notion of Sexuality in the Fourth 
Gospel,” F.F. Segovia, ed., What Is John? Vol. II. Literary and Social Readings of 
the Fourth Gospel (Atlanta: Scholars Press, 1998), 157-81, 168. Schottroff は，彼女は
渇きからだけでなく，夫でない男への従属から信仰共同体へ解放されたと見なす。
